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霞
ケ
関
西
小
学
校
区
域
の
交

通
上
危
険
で
整
備
を
必
要
と
す
る

市
道
は
三
路
線
。
早
急
な
対
策
を

必
要
と
す
る
市
道
八
〇
五
一
号
線

の
通
学
路
の
整
備
対
応
を
伺
う
。

　
　
市
道
八
〇
五
一
号
線
は
大
字

笠
幡
地
内
の
主
要
地
方
道
川
越
・

日
高
線
を
起
点
と
し
、
市
道
〇
〇

七
四
号
線
ま
で
南
北
に
連
絡
し
て

い
る
生
活
道
路
で
あ
り
、
そ
の
内
、

霞
ケ
関
西
小
学
校
か
ら
道
目
木
橋

の
区
間
は
、
小
学
校
側
の
砂
利
道

部
分
の
舗
装
等
整
備
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
道
目
木
橋
よ
り
市
道
〇

〇
七
五
号
線
と
の
交
差
点
ま
で
の

区
間
は
、
現
道
の
側
溝
が
設
置
さ

れ
て
い
る
路
肩
部
分
を
活
用
し
、

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
検
討
を
し

て
い
く
。

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

　
部
活
動
の
活
性
化

　
　
お
碗
や
お
皿
の
一
年
間
破
損

す
る
数
は
？
。
金
額
に
す
る
と
い

く
ら
？
。
割
れ
に
く
い
も
の
に
し

て
、
費
用
削
減
に
つ
い
て
、
改
善

を
図
っ
て
い
く
考
え
は
？
。

　
　
市
内
小
・
中
学
校
の
年
間
の

お
碗
の
破
損
は
五
千
五
百
個
、
お

皿
の
破
損
は
二
千
六
百
枚
で
金
額

に
す
る
と
約
四
百
九
十
万
円
に
な

る
。
食
器
と
し
て
使
用
す
る
お
碗

や
お
皿
は
衝
撃
強
度
試
験
を
実
施

し
一
定
の
強
度
を
確
保
し
た
強
化

磁
器
を
使
用
し
、
児
童
生
徒
に
丁

寧
に
取
扱
う
よ
う
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
継
続
的
に
新
素

材
の
食
器
の
情
報
収
集
や
研
究
も

行
っ
て
お
り
、
安
全
性
は
勿
論
、

価
格
や
現
在
使
用
中
の
食
器
と
比

較
し
て
コ
ス
ト
的
に
有
利
な
も
の

が
あ
れ
ば
導
入
の
研
究
を
し
た
い
。

　
学
校
給
食
用
食
器
の
諸
問
題

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
の

問
題
改
善
に
関
し
、
川
越
市
開
発

許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
一

時
凍
結
や
休
止
し
、
見
直
し
の
必

要
性
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
条
例
の
見
直
し
等
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
見
直
し
の
方
針
と
し
て
、
関

係
部
署
や
関
係
団
体
、
地
元
住
民

等
の
意
見
聴
取
に
よ
り
問
題
点
を

把
握
し
、
関
係
者
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
、
既
存
集
落
内
の
未
利
用

地
を
区
域
指
定
す
る
手
法
が
導
入

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
埼
玉

県
が
都
市
計
画
法
第
三
十
四
条
第

十
一
号
に
基
づ
く
条
例
の
運
用
見

直
し
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と

の
情
報
を
得
て
い
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

　
　
拳
銃
発
砲
た
て
こ
も
り
事
件

の
事
後
検
証
で
、
今
後
同
様
な
事

件
や
更
に
大
規
模
な
災
害
の
発
生

も
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
作
成

さ
れ
て
い
る
地
域
防
災
計
画
に
よ

り
職
員
を
動
員
・
配
備
し
、
消
防

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
等
と
連

携
し
な
が
ら
応
急
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
今
回
の
よ

う
な
犯
罪
を
含
め
、
自
然
災
害
以

外
の
犯
罪
・
事
故
に
つ
い
て
は
、

川
越
市
危
機
管
理
指
針
に
基
づ
き

適
切
な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
、
初

動
対
応
を
重
視
し
た
危
機
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
職
員
の
危
機

対
応
能
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　
市
の
個
人
情
報
の
保
護
体
制

　
拳
銃
た
て
こ
も
り
事
件
の
教
訓

　
　
南
公
民
館
の
現
状
を
、
代
替

施
設
で
確
保
で
き
る
の
か
？

　
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
学
校
等

の
市
の
既
存
施
設
の
活
用
は
で
き

る
の
か
？

　
　
現
在
、
南
公
民
館
は
条
例
上

七
室
、
具
体
的
な
貸
し
出
し
に
お

い
て
は
五
室
を
市
民
の
学
習
活
動

等
に
提
供
し
て
お
り
、
そ
の
代
替

施
設
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
在
の
状
態
を
代
替

施
設
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
た
め
、
市
立
川
越
高

等
学
校
や
、
公
民
館
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
教
育
施
設
、
及
び
市
長

部
局
で
所
管
し
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
協

力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
南
公
民
館
の
移
転

　
児
童
・
生
徒
の
情
報
教
育

　
　
個
々
の
障
害
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
・
経
済
状
況
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
市
の
考
え
と
障
害
を
理

由
と
し
た
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

等
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
障
害
者
福
祉
行
政
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
個
々
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
他
、
障
害
者
団

体
に
属
す
る
委
員
も
多
数
参
加
す

る
本
市
障
害
者
計
画
等
推
進
委
員

会
の
意
見
を
聞
く
等
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
障
害
を

理
由
と
し
た
不
当
な
差
別
は
法
律

上
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
障

害
者
権
利
条
約
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
す
る
等
し
て
い
る
が
、
今

後
も
障
害
者
差
別
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
不
当
な
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
市
内
障
害
者
の
福
祉

　
　
六
十
年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法

が
改
正
さ
れ
学
校
教
育
法
な
ど
教

育
三
法
が
改
正
さ
れ
た
。
何
が
ど

う
変
わ
り
、
期
待
し
得
る
成
果
は

何
か
。
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
法
改
正
に
よ
る
変
更
例
と
し

て
、
教
育
委
員
会
の
責
任
体
制
明

確
化
や
、
保
護
者
・
地
域
等
と
の

協
力
機
会
の
増
加
、
教
員
免
許
更

新
制
導
入
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
既
に
市
独
自
の
学
力

調
査
、
実
態
に
即
し
た
教
職
員
へ

の
研
修
、
科
学
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

問問

答

質問

質問質問質問

質問

質問 質問

質問質問 答

問

答答 問

自
民
ク
　 

神
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の
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確
保
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民
ク
　 

関
　
口
　
　
勇

給
食
用
食
器
の
諸
問
題

啓
政
会
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

条
例
見
直
し
の
必
要
性

答 問

答 答問

　
今
定
例
会
で
は
、
二
十
五
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

発
言
し
た
全
議
員
の
質
問
及
び
答

弁
の
一
部
要
約
を
発
言
順
に
掲
載

し
ま
す
。

　
　
と
　
の
後
に
は
、
各
議
員
が

今
定
例
会
で
質
問
し
た
表
題（
　
）

を
掲
載
し
ま
し
た
。
質
問
し
た
表

題
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
通
告
事

項
を
要
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

 

　
一
般
質
問
の
詳
細
や
、
過
去
の

質
問
は
、
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
会
議
録
は
図
書
館
、
出

張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
は
、
図
書

館
等
で
は
八
月
下
旬
頃
か
ら
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
十
月
上

旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
所

・
市
役
所
六
階
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階
　
情
報
公

　
開
窓
口

・
市
立
図
書
館
（
四
館
）

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

　
　
共
働
き
世
帯
の
方
が
窓
口
で

の
手
続
き
に
、
仕
事
を
休
ん
で
来

ら
れ
て
い
る
。
仕
事
が
終
っ
て
か

ら
諸
手
続
き
が
出
来
る
様
、
窓
口

受
付
時
間
を
延
長
す
る
べ
き
。

　
　
窓
口
受
付
時
間
の
延
長
は
、

収
税
業
務
、
自
動
交
付
機
に
よ
る

住
民
票
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
・
四
月
の

転
出
入
の
多
い
時
期
の
土
曜
日
に

は
試
行
的
に
休
日
開
庁
を
行
っ
て

い
る
。

　
南
連
絡
所
に
つ
い
て
は
、
川
越

駅
前
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
窓
口

の
時
間
延
長
を
課
題
と
し
て
考
え
、

時
差
出
勤
の
よ
う
な
も
の
で
弾
力

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
市
職
員
の
労
務
管
理

　
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
　
公
文
書
を
偽
造
し
不
正
を
行

っ
た
間
接
補
助
金
団
体
の
会
長
に

対
し
全
額
返
還
を
請
求
し
法
的
手

段
を
取
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
補
助
金
と
し
て
支
出
し
た
金

額
を
団
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
処

理
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
、
団
体
に
法
律
上
の
責
任
が
あ

り
、
一
般
論
に
立
つ
な
ら
ば
、
受

け
取
っ
た
お
金
を
そ
の
趣
旨
に
合

う
形
で
使
わ
な
け
れ
ば
、
詐
欺
や

業
務
上
横
領
等
の
一
般
刑
法
犯
罪

に
な
る
。
今
後
、
団
体
の
構
成
メ

ン
バ
ー
に
は
よ
く
調
査
、
協
議
し

て
頂
き
、
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ

た
上
で
、
疑
念
が
あ
る
場
合
に
は

警
察
で
調
べ
て
頂
け
る
よ
う
、
被

害
届
を
提
出
し
て
欲
し
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
つ
ば
さ
」
の
対
応

　
市
補
助
金

　
　
生
活
保
護
業
務
の
職
員
配
置

は
県
内
最
悪
で
あ
る
。
鶴
ヶ
島
市

と
東
松
山
市
の
二
人
分
以
上
を
一

人
が
担
当
し
て
い
る
。
公
正
な
業

務
に
は
体
制
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
定
数
は
、

社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
市
の
設
置

す
る
事
務
所
に
あ
っ
て
は
標
準
数

が
被
保
護
世
帯
八
十
世
帯
あ
た
り

一
人
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
今
年

度
の
本
市
に
あ
て
は
め
る
と
、
実

際
に
配
置
し
て
い
る
職
員
数
に
対

し
、
六
人
不
足
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
被

保
護
世
帯
に
対
す
る
、
処
遇
の
充

実
や
保
護
の
適
正
な
実
施
を
図
る

た
め
、
職
員
の
適
正
配
置
に
努
め

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
資
格
を
持
っ
た
職
員
配
置
等
に

も
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
生
活
保
護
に
関
す
る
課
題

　
　
談
合
等
の
不
正
行
為
や
不
良

・
不
適
格
業
者
を
排
除
す
る
為
に

も
、
予
定
価
格
は
入
札
執
行
後
の

公
表
に
切
り
換
え
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
市
で
は
、
不
正
入
札
の
防
止

効
果
や
国
の
中
央
建
設
業
審
議
会

で
示
さ
れ
た
見
積
積
算
の
妥
当
性

の
向
上
等
の
効
果
を
重
視
す
べ
き

と
の
判
断
か
ら
、
予
定
価
格
を
事

前
公
表
と
し
て
い
る
が
、
落
札
価

格
の
高
止
ま
り
や
建
設
業
者
の
見

積
努
力
を
損
な
わ
せ
る
等
の
問
題

も
あ
り
研
究
に
値
す
る
。
予
定
価

格
の
事
前
・
事
後
公
表
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短
所
や
各
市

の
状
況
も
見
な
が
ら
、
副
市
長
・

部
長
等
の
担
当
を
交
え
た
会
議
や

入
札
制
度
研
究
部
会
等
で
検
討
等

を
し
、
早
急
に
結
論
を
出
し
た
い
。

　
入
札
制
度
の
更
な
る
改
善

　
　
南
古
谷
駅
を
建
て
替
え
て
橋

上
駅
舎
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
南
北

自
由
通
路
を
設
置
す
れ
ば
北
口
を

開
設
で
き
る
も
の
と
考
え
る
が
、

市
の
意
向
を
伺
い
た
い
。

　
　
橋
上
駅
舎
等
が
実
現
す
れ
ば
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
が
で

き
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
も
向
上

す
る
上
、
周
辺
住
民
が
踏
切
を
渡

ら
ず
に
鉄
道
を
横
断
で
き
る
よ
う

に
な
る
為
、
こ
れ
は
非
常
に
効
果

の
高
い
整
備
手
法
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
と
し
て
も
、
北
口
開
設
と

駅
舎
の
整
備
を
毎
年
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
要
望
し
て
お
り
、
具
体
的
な
話

が
あ
れ
ば
個
別
に
協
議
し
て
い
き

た
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
の
で
、

今
後
も
地
元
の
方
々
と
協
議
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
南
古
谷
駅
と
駅
周
辺
の
諸
問
題

　
現
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

質問質問

質問

質問質問

問答

問

答

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

窓
口
受
付
時
間
延
長
を

答
Ｐ
川
越
21
　 

小
　
林
　
　
　
薫

間
接
補
助
金
交
付

問問

Ｐ
川
越
21
　 

中
　
原
　
秀
　
久

教
育
基
本
法
改
正

答答 問 質問

Ｐ
川
越
21
　 

倉
　
嶋
　
美
恵
子

最
悪
体
制
か
ら
脱
却
を

質問質問質問 答 問

自
民
ク
　 

吉
　
敷
　
　
　
賢

南
古
谷
駅
北
口
の
開
設

民
主
党
　 

片
　
野
　
広
　
湯

予
定
価
格
の
事
後
公
表

一
般
質
問

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

今
後
の
災
害
危
機
対
策

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

南
公
民
館
の
移
転

牛
　
窪
　
多
喜
男

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

問
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霞
ケ
関
西
小
学
校
区
域
の
交

通
上
危
険
で
整
備
を
必
要
と
す
る

市
道
は
三
路
線
。
早
急
な
対
策
を

必
要
と
す
る
市
道
八
〇
五
一
号
線

の
通
学
路
の
整
備
対
応
を
伺
う
。

　
　
市
道
八
〇
五
一
号
線
は
大
字

笠
幡
地
内
の
主
要
地
方
道
川
越
・

日
高
線
を
起
点
と
し
、
市
道
〇
〇

七
四
号
線
ま
で
南
北
に
連
絡
し
て

い
る
生
活
道
路
で
あ
り
、
そ
の
内
、

霞
ケ
関
西
小
学
校
か
ら
道
目
木
橋

の
区
間
は
、
小
学
校
側
の
砂
利
道

部
分
の
舗
装
等
整
備
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
道
目
木
橋
よ
り
市
道
〇

〇
七
五
号
線
と
の
交
差
点
ま
で
の

区
間
は
、
現
道
の
側
溝
が
設
置
さ

れ
て
い
る
路
肩
部
分
を
活
用
し
、

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
検
討
を
し

て
い
く
。

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

　
部
活
動
の
活
性
化

　
　
お
碗
や
お
皿
の
一
年
間
破
損

す
る
数
は
？
。
金
額
に
す
る
と
い

く
ら
？
。
割
れ
に
く
い
も
の
に
し

て
、
費
用
削
減
に
つ
い
て
、
改
善

を
図
っ
て
い
く
考
え
は
？
。

　
　
市
内
小
・
中
学
校
の
年
間
の

お
碗
の
破
損
は
五
千
五
百
個
、
お

皿
の
破
損
は
二
千
六
百
枚
で
金
額

に
す
る
と
約
四
百
九
十
万
円
に
な

る
。
食
器
と
し
て
使
用
す
る
お
碗

や
お
皿
は
衝
撃
強
度
試
験
を
実
施

し
一
定
の
強
度
を
確
保
し
た
強
化

磁
器
を
使
用
し
、
児
童
生
徒
に
丁

寧
に
取
扱
う
よ
う
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
継
続
的
に
新
素

材
の
食
器
の
情
報
収
集
や
研
究
も

行
っ
て
お
り
、
安
全
性
は
勿
論
、

価
格
や
現
在
使
用
中
の
食
器
と
比

較
し
て
コ
ス
ト
的
に
有
利
な
も
の

が
あ
れ
ば
導
入
の
研
究
を
し
た
い
。

　
学
校
給
食
用
食
器
の
諸
問
題

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
の

問
題
改
善
に
関
し
、
川
越
市
開
発

許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
一

時
凍
結
や
休
止
し
、
見
直
し
の
必

要
性
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
条
例
の
見
直
し
等
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
見
直
し
の
方
針
と
し
て
、
関

係
部
署
や
関
係
団
体
、
地
元
住
民

等
の
意
見
聴
取
に
よ
り
問
題
点
を

把
握
し
、
関
係
者
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
、
既
存
集
落
内
の
未
利
用

地
を
区
域
指
定
す
る
手
法
が
導
入

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
埼
玉

県
が
都
市
計
画
法
第
三
十
四
条
第

十
一
号
に
基
づ
く
条
例
の
運
用
見

直
し
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と

の
情
報
を
得
て
い
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

　
　
拳
銃
発
砲
た
て
こ
も
り
事
件

の
事
後
検
証
で
、
今
後
同
様
な
事

件
や
更
に
大
規
模
な
災
害
の
発
生

も
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
作
成

さ
れ
て
い
る
地
域
防
災
計
画
に
よ

り
職
員
を
動
員
・
配
備
し
、
消
防

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
等
と
連

携
し
な
が
ら
応
急
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
今
回
の
よ

う
な
犯
罪
を
含
め
、
自
然
災
害
以

外
の
犯
罪
・
事
故
に
つ
い
て
は
、

川
越
市
危
機
管
理
指
針
に
基
づ
き

適
切
な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
、
初

動
対
応
を
重
視
し
た
危
機
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
職
員
の
危
機

対
応
能
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　
市
の
個
人
情
報
の
保
護
体
制

　
拳
銃
た
て
こ
も
り
事
件
の
教
訓

　
　
南
公
民
館
の
現
状
を
、
代
替

施
設
で
確
保
で
き
る
の
か
？

　
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
学
校
等

の
市
の
既
存
施
設
の
活
用
は
で
き

る
の
か
？

　
　
現
在
、
南
公
民
館
は
条
例
上

七
室
、
具
体
的
な
貸
し
出
し
に
お

い
て
は
五
室
を
市
民
の
学
習
活
動

等
に
提
供
し
て
お
り
、
そ
の
代
替

施
設
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
在
の
状
態
を
代
替

施
設
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
た
め
、
市
立
川
越
高

等
学
校
や
、
公
民
館
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
教
育
施
設
、
及
び
市
長

部
局
で
所
管
し
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
協

力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
南
公
民
館
の
移
転

　
児
童
・
生
徒
の
情
報
教
育

　
　
個
々
の
障
害
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
・
経
済
状
況
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
市
の
考
え
と
障
害
を
理

由
と
し
た
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

等
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
障
害
者
福
祉
行
政
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
個
々
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
他
、
障
害
者
団

体
に
属
す
る
委
員
も
多
数
参
加
す

る
本
市
障
害
者
計
画
等
推
進
委
員

会
の
意
見
を
聞
く
等
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
障
害
を

理
由
と
し
た
不
当
な
差
別
は
法
律

上
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
障

害
者
権
利
条
約
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
す
る
等
し
て
い
る
が
、
今

後
も
障
害
者
差
別
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
不
当
な
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
市
内
障
害
者
の
福
祉

　
　
六
十
年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法

が
改
正
さ
れ
学
校
教
育
法
な
ど
教

育
三
法
が
改
正
さ
れ
た
。
何
が
ど

う
変
わ
り
、
期
待
し
得
る
成
果
は

何
か
。
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
法
改
正
に
よ
る
変
更
例
と
し

て
、
教
育
委
員
会
の
責
任
体
制
明

確
化
や
、
保
護
者
・
地
域
等
と
の

協
力
機
会
の
増
加
、
教
員
免
許
更

新
制
導
入
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
既
に
市
独
自
の
学
力

調
査
、
実
態
に
即
し
た
教
職
員
へ

の
研
修
、
科
学
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

問問

答

質問

質問質問質問

質問

質問 質問

質問質問 答

問

答答 問

自
民
ク
　 

神
　
田
　
寿
　
雄

通
学
路
の
安
全
確
保

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
勇

給
食
用
食
器
の
諸
問
題

啓
政
会
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

条
例
見
直
し
の
必
要
性

答 問

答 答問

　
今
定
例
会
で
は
、
二
十
五
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

発
言
し
た
全
議
員
の
質
問
及
び
答

弁
の
一
部
要
約
を
発
言
順
に
掲
載

し
ま
す
。

　
　
と
　
の
後
に
は
、
各
議
員
が

今
定
例
会
で
質
問
し
た
表
題（
　
）

を
掲
載
し
ま
し
た
。
質
問
し
た
表

題
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
通
告
事

項
を
要
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

 

　
一
般
質
問
の
詳
細
や
、
過
去
の

質
問
は
、
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
会
議
録
は
図
書
館
、
出

張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
は
、
図
書

館
等
で
は
八
月
下
旬
頃
か
ら
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
十
月
上

旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
所

・
市
役
所
六
階
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階
　
情
報
公

　
開
窓
口

・
市
立
図
書
館
（
四
館
）

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

　
　
共
働
き
世
帯
の
方
が
窓
口
で

の
手
続
き
に
、
仕
事
を
休
ん
で
来

ら
れ
て
い
る
。
仕
事
が
終
っ
て
か

ら
諸
手
続
き
が
出
来
る
様
、
窓
口

受
付
時
間
を
延
長
す
る
べ
き
。

　
　
窓
口
受
付
時
間
の
延
長
は
、

収
税
業
務
、
自
動
交
付
機
に
よ
る

住
民
票
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
・
四
月
の

転
出
入
の
多
い
時
期
の
土
曜
日
に

は
試
行
的
に
休
日
開
庁
を
行
っ
て

い
る
。

　
南
連
絡
所
に
つ
い
て
は
、
川
越

駅
前
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
窓
口

の
時
間
延
長
を
課
題
と
し
て
考
え
、

時
差
出
勤
の
よ
う
な
も
の
で
弾
力

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
市
職
員
の
労
務
管
理

　
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
　
公
文
書
を
偽
造
し
不
正
を
行

っ
た
間
接
補
助
金
団
体
の
会
長
に

対
し
全
額
返
還
を
請
求
し
法
的
手

段
を
取
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
補
助
金
と
し
て
支
出
し
た
金

額
を
団
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
処

理
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
、
団
体
に
法
律
上
の
責
任
が
あ

り
、
一
般
論
に
立
つ
な
ら
ば
、
受

け
取
っ
た
お
金
を
そ
の
趣
旨
に
合

う
形
で
使
わ
な
け
れ
ば
、
詐
欺
や

業
務
上
横
領
等
の
一
般
刑
法
犯
罪

に
な
る
。
今
後
、
団
体
の
構
成
メ

ン
バ
ー
に
は
よ
く
調
査
、
協
議
し

て
頂
き
、
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ

た
上
で
、
疑
念
が
あ
る
場
合
に
は

警
察
で
調
べ
て
頂
け
る
よ
う
、
被

害
届
を
提
出
し
て
欲
し
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
つ
ば
さ
」
の
対
応

　
市
補
助
金

　
　
生
活
保
護
業
務
の
職
員
配
置

は
県
内
最
悪
で
あ
る
。
鶴
ヶ
島
市

と
東
松
山
市
の
二
人
分
以
上
を
一

人
が
担
当
し
て
い
る
。
公
正
な
業

務
に
は
体
制
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
定
数
は
、

社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
市
の
設
置

す
る
事
務
所
に
あ
っ
て
は
標
準
数

が
被
保
護
世
帯
八
十
世
帯
あ
た
り

一
人
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
今
年

度
の
本
市
に
あ
て
は
め
る
と
、
実

際
に
配
置
し
て
い
る
職
員
数
に
対

し
、
六
人
不
足
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
被

保
護
世
帯
に
対
す
る
、
処
遇
の
充

実
や
保
護
の
適
正
な
実
施
を
図
る

た
め
、
職
員
の
適
正
配
置
に
努
め

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
資
格
を
持
っ
た
職
員
配
置
等
に

も
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
生
活
保
護
に
関
す
る
課
題

　
　
談
合
等
の
不
正
行
為
や
不
良

・
不
適
格
業
者
を
排
除
す
る
為
に

も
、
予
定
価
格
は
入
札
執
行
後
の

公
表
に
切
り
換
え
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
市
で
は
、
不
正
入
札
の
防
止

効
果
や
国
の
中
央
建
設
業
審
議
会

で
示
さ
れ
た
見
積
積
算
の
妥
当
性

の
向
上
等
の
効
果
を
重
視
す
べ
き

と
の
判
断
か
ら
、
予
定
価
格
を
事

前
公
表
と
し
て
い
る
が
、
落
札
価

格
の
高
止
ま
り
や
建
設
業
者
の
見

積
努
力
を
損
な
わ
せ
る
等
の
問
題

も
あ
り
研
究
に
値
す
る
。
予
定
価

格
の
事
前
・
事
後
公
表
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短
所
や
各
市

の
状
況
も
見
な
が
ら
、
副
市
長
・

部
長
等
の
担
当
を
交
え
た
会
議
や

入
札
制
度
研
究
部
会
等
で
検
討
等

を
し
、
早
急
に
結
論
を
出
し
た
い
。

　
入
札
制
度
の
更
な
る
改
善

　
　
南
古
谷
駅
を
建
て
替
え
て
橋

上
駅
舎
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
南
北

自
由
通
路
を
設
置
す
れ
ば
北
口
を

開
設
で
き
る
も
の
と
考
え
る
が
、

市
の
意
向
を
伺
い
た
い
。

　
　
橋
上
駅
舎
等
が
実
現
す
れ
ば
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
が
で

き
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
も
向
上

す
る
上
、
周
辺
住
民
が
踏
切
を
渡

ら
ず
に
鉄
道
を
横
断
で
き
る
よ
う

に
な
る
為
、
こ
れ
は
非
常
に
効
果

の
高
い
整
備
手
法
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
と
し
て
も
、
北
口
開
設
と

駅
舎
の
整
備
を
毎
年
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
要
望
し
て
お
り
、
具
体
的
な
話

が
あ
れ
ば
個
別
に
協
議
し
て
い
き

た
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
の
で
、

今
後
も
地
元
の
方
々
と
協
議
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
南
古
谷
駅
と
駅
周
辺
の
諸
問
題

　
現
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

質問質問

質問

質問質問

問答

問

答

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

窓
口
受
付
時
間
延
長
を

答
Ｐ
川
越
21
　 

小
　
林
　
　
　
薫

間
接
補
助
金
交
付

問問

Ｐ
川
越
21
　 

中
　
原
　
秀
　
久

教
育
基
本
法
改
正

答答 問 質問

Ｐ
川
越
21
　 

倉
　
嶋
　
美
恵
子

最
悪
体
制
か
ら
脱
却
を

質問質問質問 答 問

自
民
ク
　 

吉
　
敷
　
　
　
賢

南
古
谷
駅
北
口
の
開
設

民
主
党
　 

片
　
野
　
広
　
湯

予
定
価
格
の
事
後
公
表

一
般
質
問

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

今
後
の
災
害
危
機
対
策

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

南
公
民
館
の
移
転

牛
　
窪
　
多
喜
男

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

問


